
Ⅳ．道路関係事業

平成１９年度補正予算のポイント

　＜水害等再度災害防止等＞

　＜交通の安全確保＞

１．平成１９年度　道路関係直轄事業費等一覧表
（単位：百万円）

平　成　１　９　年　度　事　業　費

項　　　　　　目 補　　　　　正

歳　出　（B） （ゼロ国債） （　A　+　B　）

道路整備関係

　　交通円滑化事業費

　　地域連携推進事業費

　　直轄道路維持修繕費

　　雪寒地域道路事業費

道路環境整備関係

　　交通連携推進事業費

　　沿道環境改善事業費

　　交通安全施設等整備事業費

　　交通事故重点対策事業費

　　電線共同溝事業費

事業費計

道路調査費

直轄道路等災害復旧費

附帯及び受託工事費

道路関係事業費計

注）※１：当初等には、１２月までの追加配分（調整費等）を含む。

　　※２：事業費計には、ゼロ国債は含まない

２．平成１９年度　道路関係補助事業費一覧表
（単位：百万円）

岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 合　　　計

区分 補　　　正 補　　　正 補　　　正 補　　　正 補　　　正
歳出 ｾﾞﾛ国債 歳出 ｾﾞﾛ国債 歳出 ｾﾞﾛ国債 歳出 ｾﾞﾛ国債 歳出 ｾﾞﾛ国債

交通円滑化事業費補助 50 450 120 500 120

地域連携推進事業費補助 1,030 100 710 150 600 348 1,628 1,310

雪寒地域道路事業費補助 0 0

交通連携推進事業費補助 460 460 0

沿道環境改善事業費補助 80 0 80

交通安全施設等整備事業費補助 280 156 436 0

電線共同溝整備事業費補助 0 0

沿道環境改善事業費補助 0 0

地方道路整備臨時交付金 0 0

道路事業資金収益回収特別貸付金 0 0

道整備交付金 0 0

合　　　計 1,030 0 150 790 880 720 964 0 3,024 1,510

注）※１：道路関係補助一覧表には、交通調査費補助、河川等関連公共施設整備促進事業費補助、後進地域特例法適用団体等補助率差額、

　　　　　市街地環境改善促進事業費補助、住宅市街地総合整備促進事業費補助、都市再生推進事業費補助の道路整備特別会計分は含みません。

　　※２：名古屋市分は愛知県に、また、静岡市、浜松市分は静岡県に含んでいます。
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259,684 21,628 4,292 281,312

6,763 0 0 6,763

　　　「安全・安心」に直結する防災・震災対策、道路構造物保全対策、交通安全対策のうち、
　　　整備効果や地域ニーズの高い事業等を下記のとおり推進する。

　　　・全国の自動車専用道路10kmあたりの死亡事故発生件数がワースト１の一般国道２５号
　　　　名阪国道において、ワースト１返上を目的とした交通事故対策として、壬生野ＩＣを含む
　　　　４箇所の本線との合流部に注意喚起情報板、路面標示等の緊急対策を一体的に実施。

　　　・災害時のネットワーク機能強化として、東海環状自動車道、名古屋環状２号線、
　　　　国道２３号豊橋バイパス・中勢道路等の整備を推進。

　　　・平成２０年度より本格着手予定のリフレッシュ工事のうち、特に老朽化が著しい
　　　　特定重要港湾名古屋港と四日市港を結ぶ一般国道１号伊勢大橋（三重県）等
　　　　について、先行的に橋梁補修工事を実施。

　　　・長野県南木曽地区にて道路法面の防災対策を実施。
　　　　雨量規制区間の解除に向けた対策については、今回の補正ですべて完了。
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供 　 　 用 　 　 中

事 　 　 業 　 　 中

１ ９平 成   年 度 補 正 箇 所

凡 　 　 　 　 例

一般国道４７５号 東海環状自動車道（直轄事業）
と う か い か ん じ ょ う

事業費３０．４１億円（歳出）

１．事業箇所

愛知県豊田市～三重県四日市市
あ い ち と よ た み え よ っ か い ち

２．事業概要

一般国道４７５号東海環状自動車道は、名古屋市を中心に半径30～40km圏に位
とうかいかんじょう な ご や

置する豊田・瀬戸・岐阜・四日市等の諸都市を相互に連絡し、第二東名･名神等と
と よ た せ と ぎ ふ よ っ か い ち とうめい めいしん

一体となって、名古屋圏の環状道路を形成する延長約160kmの一般国道の自動車専

用道路です。

Ｈ１９補正予算の充当により、早期に地震等災害時のネットワーク機能の確保を

図るため、美濃関ＪＣＴ～西関ＩＣ間について、平成２０年度供用に向け整備促進
み の せ き にしせき

を図るとともに、平成１９年度に着工した大垣西ＩＣ～養老ＪＣＴの下部工事の本
おおがきにし ようろう

格展開を図る。（未供用ＩＣ・ＪＣＴ名は仮称）

３．整備効果

東海環状自動車道の開通により、以下の効果が期待される。

◆災害時ネットワーク機能の強化（都市間の所要時間短縮、非常時の迂回機能）

・岐阜市・関市から大垣市まで４５分でアクセスが可能。（２５分短縮）
ぎ ふ せき おおがき
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一般国道３０２号 名古屋環状２号線（直轄事業）
な ご や

事業費２２.８５億円 うち２０．６５億円（歳出）

うち ２．２０億円（ゼロ国債）

１．事業箇所

名古屋市中川区富田町～名古屋市中川区富田町
な ご や なかがわ とみたちょう な ご や なかがわ とみたちょう

２．事業概要

一般国道３０２号名古屋環状２号線は名古屋市街部の外縁を形成する環状道路
な ご や

で、市内から放射状に伸びる幹線道路や名古屋高速道路と主要地点で連絡し、都市
な ご や

内の渋滞を緩和することなどを目的とした道路である。

Ｈ１９補正予算の充当により、早期に地震等災害時のネットワーク機能の確保を

図るため、平成２２年度供用予定の東部・東南部区間において、橋梁・改良工事等

を推進する。

３．整備効果

東部・東南部区間の開通により、以下の効果が期待される。

◆災害時ネットワーク機能の強化（都市間の所要時間短縮、非常時の迂回機能）

・上社JCTから名古屋南JCTまで１５分でアクセスが可能。（３０分短縮）
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１ ９平 成   年 度 補 正
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凡 　 　 　 　 例
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一般国道２３号 豊橋バイパス（直轄事業）
と よ は し

事業費５０．９９億円（歳出）

１．事業箇所

愛知県豊橋市野依町～愛知県豊川市為 当 町
あ い ち とよはし のよりちょう あ い ち とよはし ためとうちょう

２．事業概要

一般国道２３号豊橋バイパスは「豊橋浜松道路」、「名豊道路」の一部を構成し、
とよはし とよはしはままつ めいほう

豊橋市街部の一般国道１号、２３号及び２５９号の交通混雑の緩和と東三河臨海工
とよはし ひがしみかわ

業地帯の地域開発等を目的としており、三河港と直結した緊急輸送道路としての役

割も担う道路である。

Ｈ１９補正予算の充当により、前芝ＩＣ～東三河ＩＣ間の上部工事に本格着手す
まえしば ひがしみかわ

るなど、豊橋バイパスの早期全線供用に向けた整備を推進する。

３．整備効果

豊橋バイパスを含む名豊道路の開通により、以下の効果が期待される。

◆災害時ネットワーク機能の強化（都市間の所要時間短縮）

・豊橋から名古屋まで約１時間でアクセスが可能。（約５０分短縮）
な ご や

・豊橋から浜松まで約４０分でアクセスが可能。（約３０分短縮）
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／T'05=34,715台  日
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供 　 　 用 　 　 中

事 　 　 業 　 　 中

１ ９平 成   年 度 補 正 箇 所

凡 　 　 　 　 例
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一般国道２３号 中勢道路（直轄事業）
ちゅうせい

事業費２５.０億円 うち２０．５億円（歳出）

うち ４．５億円（ゼロ国債）

１．事業箇所

三重県鈴鹿市北 玉 垣 町～三重県松阪市小津町
み え す ず か きたたまがきちょう み え まつさか お づ ち ょ う

２．事業概要

一般国道２３号中 勢道路は、交通混雑の緩和とバイパス周辺の適切な土地利用
ちゅうせい

を図り、地域経済の発展に寄与するとともに、集中豪雨による道路冠水などの災害

の影響が小さい位置を通過しており災害時の緊急物資輸送路としての役割も担う道

路である。

Ｈ１９補正予算の充当により、津・松阪工区（津市高茶屋小森町～松阪市嬉野新
つ まつさか たかぢゃやこもりちょう うれしのにわ

屋 庄 町）の平成２３年度供用に向けた橋梁工事を推進するとともに、改良工事に
のしょうちょう

も本格着手するなど、中勢道路の早期全線供用に向けた整備を推進する。

３．整備効果

中勢道路の開通により、以下の効果が期待される。

◆災害時ネットワーク機能の強化（都市間の所要時間短縮、非常時の迂回機能）

・四日市・亀山から伊勢志摩・東 紀 州までの所要時間が約３０分短縮。
よ っ か い ち かめやま い せ し ま ひがしきしゅう

・集中豪雨による道路冠水など、災害時の緊急物資輸送路としての役割が期待。
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町

終

ま
つ
さ
か

お

づ
ち
ょ
う

三
重
県
鈴
鹿
市
北
玉
垣
町

起

す
ず
か　

き
た
た
ま
が
き
ち
ょ
う

県
嬉

野
津

線

都
高

茶
屋東

出
線

雲
出
川

松阪市

至大阪

都
雲

出
野

田
線

主

津
芸

濃

大
山

田
線

伊勢鉄道
主

鈴
鹿

環
状
線

都

加
佐
登

鼓
ヶ
浦
線

近鉄名古屋線

県

草
生
窪
田
津
線

主

亀
山

　
　

鈴
鹿
線

T’05=54,390台/日

L＝4.1km

津(久居)工区
[12工区]

L＝3.1km

北勢BP

県
家
所
阿
漕

停
車
場
線

県

三
行

　

上
野
線

河芸
グリーンガーデン

T’05=52,480台/日
Ｋ =1.59

Ｋ =1.35

津(神戸)
工区

[11工区]

L＝ 1.95km

･鈴鹿 津工区
[7工区]

L＝ 2.9km

津(野田)
工区

[10工区]

L＝ 2.85km

鈴鹿(御薗)
工区

[6工区]

鈴鹿(安塚)
工区

[4工区]

L＝ 1.8kmL＝ 2.85km

（2/4)
供用済

供 　 　 用 　 　 中

事 　 　 業 　 　 中

１ ９平 成   年 度 補 正
（ ） ゼ ロ 国 債  箇 所

凡 　 　 　 　 例

CsUser0
タイプライターテキスト
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